




大阪府社会教育委員会議の審議題について（案）





資料　８





教育コミュニティづくりの成果








〇現代的・社会的課題


　　地域防災・安全、環境保全、男女共同参画、人権課題など


〇ライフステージにより生じる課題（場と条件整備）


　　出産や子育て後などの再就職、青少年のための就労体験や自然体験、子育て世代のための家庭教育


支援、退職後の生きがいづくりなど


〇具体的課題


　　・子どもを取り巻く課題…いじめ、不登校、引きこもりなど


　　・大人を取り巻く課題…子育て不安、貧困、孤独死など


　　・配慮を要する人への対応…障がい者の社会参加促進、読み・書き・会話が十分でない外国人等に対す


る識字・日本語学習の環境整備など








解決が望まれる課題の存在








〇全中学校区に「すこやかネット」を設置し、学校を核とした「教育コミュニティづくり」の地域での基盤が定着した。（＊推進人材としての地域コーディネーターを養成）


＜例＞　・中学校区フェスタ


　　　　　　・校区清掃活動等のボランティア活動


　　　　　　・教育コミュニティ紙の発行　　等　　














有して課　　　　域コ　





「すこやかネット」の取組みについて








〇学校支援地域本部や放課後子ども教室等の基盤整備が進み、全中学校区において、学校支援活動が拡大・充実した。（＊学校支援コーディネーター等を設置）


＜例＞　・登下校の安全・見守り


　　　　・学校環境整備


　　　　・放課後等の学習支援　　等 























学校教育への支援活動の取組みについて








〇親学習を実施した。（＊教材を作成し、親学習リーダーを養成）


○学校の教育機能を活用した訪問型家庭教育支援を先進的に実施した。　


＜例＞　・家庭教育支援チームによる訪問支援


　　　　　　 ・子育てのおしゃべり会


　　　　　　  ・親学習の広がり（小中学校の授業、教職員研修、PTA研修等）














家庭教育支援の取組みについて





子どもの課題を地域で共有し、課題解決に向けての人のつながりの構築
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　　　　　　　　　　～さらなる多様なつながりによる教育コミュニティづくり～





　　　　　　　








新審議題（仮称）





《審議のポイント》


○学校・家庭・地域の協働のさらなる進展


〇具体的課題の解決に向けて、多様な活動主体とのさらなる連携・協働の促進


〇地域のネットワークの核となるための社会教育施設の機能の充実








社会教育行政が中心となり


①地域の課題解決を図るため、教育コミュニティづくりを一層進めるとともに、さらに多様な活動主体に積極的に働きかける。


②地域と多様な活動主体との協働関係を作る。


③多様な活動主体との連携による課題解決をとおして、地域全体の教育力を高める。





（具体例）阪南市立西鳥取公民館の障がい者を対象とした「ひまわりカフェ」の取組み


　　　阪南市にある地域活動支援センターを利用している障がい者は、土・日曜日はセンターが休みのため、地域の居場所がなくなり、スーパーに行ったりコミュニティバスに乗ったりして時間を過ごしていた。そこで、地域で土・日曜日の居場所を作ることを目的として、公民館と阪南市岬町自立支援協議会が連携して「ひまわりカフェ」の取組みが始まった。障がい者への支援の幅が広がるとともに、地域住民の障がい者への理解が深まっている。





〇「学び合い、支え合いという関係」や「人と人のつながり」を生かし、地域の課題解決に対処することで、個人や地域全体のエンパワメントを図ることができる。


　　〇そのことにより住民がとりわけ地域の具体的課題を主体的に見つけ、地域全体で解決に取り組もうとする環境づくりが進む。





新審議題を考える際の方向性





・学校を核としながらも、地域住民が主体となった活動が地域に定着した。


・子どもや大人の交流の拡大。体験活動の場の広がり・安全の確保。学校・家庭・地域の交流の増加。＝子どもや大人・地域によい変化が生じた。⇒信頼関係の醸成











地域社会が一体となって家庭教育を支える身近な地域のネットワーク構築の有効性が認識され、ＮＰＯやサークルの主体的活動も現れている。しかし、地域での学習や相談ができる場の広がりが一層必要とされている。











学校支援活動の領域が広がり、日常的な取組みが増加するとともに、地域における人のつながりが深まり、「顔と名前の一致する人間関係」の中で子どもたちが育まれている。














